
ストレーザストレーザストレーザストレーザ（（（（StresaStresaStresaStresa））））    

今回はマッジョーレ湖の畔の街、ストレーザを訪ねました。実は、マッジョーレ湖に来たのは初めて

なのです。ストレーザは何度も列車で通過して、その度に、マッジョーレ湖とボッロメーオ諸島を車

窓から眺めていたのですが、この区間はいつも列車のスピードが速くて、あっという間に通り過ぎて

しまい、欲求不満だけが残っていました。今回は、その解消です。今までここに来なかった理由は、

ミラノから乗換えなしの 1時間の距離で、楽に来ることが出来てしまうことにあったようです。 

 

ストレーザは、100 年ちょっと前までは、ヴィスコンティ家とボッロメーオ家の領地だったのです。

それまでは、（漁師は除き）ヴィスコンティ家とボッロメーオ家だけがこの地を独占していたのです。

それであんなところに凄い宮殿があるのですね。最近になって、哲学者ロズミーニやマンゾーニがこ

こに滞在したことで保養地として有名になり、今や、国際的な保養地です。朝の 9時 10分、初めて

降りたストレーザの駅からマルコーニ広場に出ました。まだ、高原からの涼しい風が心地よい時間で

観光客もまだそれほど目に付きません。湖もひっそりとしていました。ちょうど、イソーラ・ベッラ

行きの 9時半発の遊覧船が出発時刻だったので、何も考えずに往復切符（6.8ユーロ）を購入して遊

覧船に乗り込みました。大きな遊覧船には 30人ほどの観光客しか乗っていません。 

 

 

 

イソーラ・ベッラには 5 分で到着します。いよいよ列車から見るだけだったボッロメーオ諸島の観

光開始です。ボッロメーオ家は 12世紀からこの島を所有していたとのこと。ボッロメーオ伯爵が奥

さんのために宮殿を建てたのは 17世紀中旬です。良くもこんな宮殿をこんなところに建てることを

考えたものです。ホテルにするわけでもなく、目的は、単に自分たちと訪ねてくる来賓（ナポレオン



も来たとのこと）の方の保養のためだけです。贅沢を通り過ぎていて、一般庶民には理解不能ですね。

“元々ここに住んでいた漁師たちはどうなったか”の方が気になります。宮殿内は、例によって撮影

禁止ですが、誰もそれを守っていません。この宮殿の内装は正に贅沢の極みです。その贅沢さはトリ

エステのミラマーレ城以上でした。但し、ミラマーレ城のような王室の気品は感じられません。 

 

 

 

しかし、この宮殿で最も興味深かったのは、宮殿の外に出て美しい庭園とマッジョーレ湖を見てから

でした。庭園には植物園までありますので、世界中から植物を集めたのだと思います。きれいに区画

された庭園に、彫刻と植物を島の地形に合わせて素晴らしく調和させています。要するに、島全体が

宮殿と庭園をその一部としているのです。いいえ、島全体を宮殿と庭園にしてしまったと言った方が

的確な表現だと思います。イソーラ・ベッラの名前に相応しい島です。 

 



 

 

 

ボッロメーオ諸島とは、イソーラ・ベッラだけではありません。直ぐ隣にあるイソーラ・ディ・ペス

カトーレ、ちょっと離れたところにあるイソーラ・マードレの 3 つの島をボッロメーオ諸島と呼ん

でいます。遊覧船は、もちろん、この 3 島を巡っていますが、やはり、何と言っても宮殿と庭園の

あるイソーラ・ベッラが主役です。ここを見終えてしまうと、他の島を巡る気になれずストレーサに

戻ってしまいました。今度は、ストレーザの湖畔の散歩道をカルチアーノ方面に歩きました。この湖

畔の散歩道が、マッジョーレ湖で一番景色が良いと言われています。 

 

 

ストレーザの街には、他のイタリアの街のように興味が沸くような歴史的な建物は見当たりません。

唯一つ、1861年に建てられたグランドホテル（Grand Hotel Des Iles Borromees）は立派でした。



但し、このホテルは湖側の一番安い部屋でも 250ユーロ以上するそうです。泊ってみたいですね。 

 

 

カルチアーノまでは歩いて約 10分です。やはり、昼近くには日差しがじりじりと肌を焼いてくるよ

うです。イソーラ・ベッラの見える湖畔では、海水（湖水ですが）浴客がだんだん増えてきました。 

 

 

12時過ぎにカルチアーノに到着するとモッタローネ山へのロープウェイに長い列です。12時半から

1 時間の休み前に駆け込みで乗ための列です。ところが 30 分過ぎても乗れません。しかし、1 時間

の休みを返上して運行を続けてくれたので、1時前に乗ることが出来ました。臨機応変な運行に感謝

です。1491メートルのモッタローネ山頂へはロープウェイを乗換え、最後の 100メートルはリフト

に乗って上がります。疲れることもなく所要時間 20分で寒いくらい気温の低い山頂に到着です。 

 



山頂からは、360度のパノラマで、マッジョーレ湖はもちろんのこと、アルプスの山々とこの地方の

他の湖も見渡すことが出来ます。イソーラ・ベッラも良かったのですが、ストレーザに来たらモッタ

ローネ山には絶対に登るべきです。ロープウェイが混雑していた理由がわかりました。マジョーレ湖

の隣オルタ湖に浮かぶ、イタリアで一番お気に入りのサン・ジュリオ島まで見渡すことが出来ました。 

 

 

日帰り旅行では、時間的にイソーラ・ベッラとモッタローネ山を堪能するまでです。この後はミラノ

に戻るだけなので、モッタローネ山から下山するとそのまま駅に向かいました。 

 

アルプスの氷河によって形成された細長い北イタリアの湖水地方は、西からオルタ湖、マッジョーレ

湖、ヴァレーゼ湖、ルガーノ湖、コモ湖。さらに東へ向かえばイセオ湖、ガルダ湖まで 7 つの湖が

あります。このうち、オルタ湖、コモ湖、ガルダ湖の 3 つは既に訪ねました。ヴァレーゼ湖、ルガ

ーノ湖、イセオ湖の 3 つは山の上（ヴァレーゼ湖はサクロ・モンテからとてもきれいでした）及び

車窓からの眺めで記憶も残っています。但し、マッジョーレ湖だけは、車窓からは何度か見ているは

ずなのですが、いつも列車のスピードが速すぎて、頭の中の記憶がはっきりしていなかったのです。

今回の訪問でやっとすっきりしました。 

 

ミラノ中央駅からストレーザまでは 1 時間強で着いてしまいます。それも、乗換えなしですからこ

んな楽な「小さな旅」は初めてです。朝の 8 時 5 分のドモドッソーラ行きのレジョナーレでストレ

ーザ到着はまだ朝の涼しい風の吹いている 9 時 10 分です。料金もたった 6.05 ユーロでした。イソ

ーラ・ベッラとモッタローネ山をゆっくり観光しても、帰りは 14時 43分のレジョナーレでポルタ・

ガリバルディ行きに乗ることが出来ましたので、4時過ぎにミラノに着いてしまいました。それでも

5時間以上もストレーザを観光しています。でも、次回、もしストレーザに来る機会があれば、今度

は高級ホテル（グランドホテル）に泊ってゆっくりとしたいですね。 

ミラノへの戻りのレジョナーレはミラノ中央駅とポルタ・ガリバルディ行きが午後 5 時代を除き 1

時間に 1本あり便利です。但し、5時代だけは ECになるので料金（13.5ユーロ）が高くなります。

ポルタ・ガリバルディ行きのレジョナーレは、停車駅が多いので所要時間が 1時間 20分となります。 

 


